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荷
風
歳
四
十

正
月
元
日
。
例
に
よ
つ
て
為
す
事
も
な
し
。
午
の
頃
家
の
内
暖
く
な
る
を
待

ち
そ
こ
ら
取
片
づ
け
塵
を
掃
ふ
。

正
月
二
日
。
暁
方
雨
ふ
り
し
と
覚
し
く
、
起
出
で
ゝ
戸
を
開
く
に
、
庭
の
樹

木
に
は
氷
柱
の
下
り
し
さ
ま
、
水
晶
の
珠
を
つ
ら
ね
た
る
が
如
し
。
午
に
至

つ
て
空
晴
る
。
蝋
梅
の
花
を
裁
り
、
雑
司
谷
に
徃
き
、
先
考
の
墓
前
に
供
ふ
。

音
羽
の
街
路
泥
濘
最
甚
し
。
夜
九
穂
子
来
訪
。
断
膓
亭
屠
蘇
の
用
意
な
け
れ

ば
倶
に
牛
門
の
旗
亭
に
徃
き
て
春
酒
を
酌
む
。
さ
れ
ど
先
考
の
忌
日
な
れ
ば

さ
す
が
に
賤
妓
と
戯
る
ゝ
心
も
出
で
ず
、
早
く
家
に
帰
る
。
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正
月
三
日
。
新
福
亭
主
人
こ
の
日
余
の
来
る
を
待
つ
由
。
兼
て
の
約
束
な
れ

ば
寒
風
を
い
と
は
ず
赴
き
し
に
不
在
な
り
。
さ
て
は
兼
て
の
約
束
も
通
一
遍

の
世
辞
な
り
し
歟
。
余
生
来
偏
屈
に
て
物
に
義
理
が
た
く
徃
〻
馬
鹿
な
目
に

逢
ふ
こ
と
あ
り
。
倉
皇
車
に
乗
つ
て
家
に
帰
る
。
此
日
寒
気
最
甚
し
く
街
上

殆
人
影
を
見
ず
。
燈
下
に
粥
を
煮
、
葡
萄
酒
二
三
杯
を
傾
け
暖
を
取
り
て
後

机
に
対
す
。

正
月
七
日
。
山
鳩
飛
来
り
て
庭
を
歩
む
。
毎
年
厳
冬
の
頃
に
至
る
や
山
鳩
必

只
一
羽
わ
が
家
の
庭
に
来
る
な
り
。
い
つ
の
頃
よ
り
来
り
始
め
し
に
や
。
仏

蘭
西
よ
り
帰
来
り
し
年
の
冬
わ
れ
は
始
め
て
わ
が
母
上
の
、
今
日
は
か
の
山

鳩
一
羽
庭
に
来
り
た
れ
ば
や
が
て
雪
に
な
る
べ
し
か
の
山
鳩
来
る
日
に
は
毎

年
必
雪
降
り
出
す
な
り
と
語
ら
る
ゝ
を
聞
き
し
こ
と
あ
り
。
さ
れ
ば
十
年
に
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近
き
月
日
を
経
た
り
。
毎
年
来
り
て
と
ま
る
べ
き
樹
も
大
方
定
ま
り
た
り
。

三
年
前
入
江
子
爵
に
売
渡
せ
し
門
内
の
地
所
い
と
広
か
り
し
頃
に
は
椋
の
大

木
に
と
ま
り
て
人
無
き
折
を
窺
ひ
地
上
に
下
り
来
り
て
餌
を
あ
さ
り
ぬ
。
其

後
は
今
の
入
江
家
と
の
地
境
に
な
り
し
檜
の
植
込
深
き
間
に
ひ
そ
み
庭
に
下

り
来
り
て
散
り
敷
く
落
葉
を
踏
み
歩
む
な
り
。
此
の
鳩
そ
も
〳
〵
い
づ
こ
よ

り
飛
来
れ
る
や
。
果
し
て
十
年
前
の
鳩
な
る
や
。
或
は
其
形
の
み
同
じ
く
し

て
異
れ
る
も
の
な
る
や
知
る
よ
し
も
な
し
。
さ
れ
ど
わ
れ
は
此
の
鳥
の
来
る

を
見
れ
ば
、
殊
更
に
さ
び
し
き
今
の
身
の
上
、
訳
も
な
く
唯
な
つ
か
し
き
心

地
し
て
、
或
時
は
障
子
細
目
に
引
あ
け
飽
か
ず
打
眺
る
こ
と
も
あ
り
。
或
時

は
暮
方
の
寒
き
庭
に
下
り
立
ち
て
米
粒
麺
麭
の
屑
な
ど
投
げ
与
ふ
る
こ
と
あ

れ
ど
决
し
て
人
に
馴
れ
ず
、
わ
が
姿
を
見
る
や
忽
羽
音
鋭
く
飛
去
る
な
り
。
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世
の
常
の
鳩
に
は
似
ず
其
性
偏
屈
に
て
群
に
離
れ
孤
立
す
る
こ
と
を
好
む
も

の
と
覚
し
。
何
ぞ
我
が
生
涯
に
似
た
る
の
甚
し
き
や
。

正
月
十
日
。
歯
い
た
み
て
堪
へ
が
た
し
。

正
月
十
一
日
。
松
の
内
と
題
す
る
雑
録
を
草
し
て
三
田
文
学
に
寄
す
。

正
月
十
二
日
。
寒
気
甚
し
け
れ
ど
毎
日
空
よ
く
晴
れ
渡
り
た
り
。
断
膓
亭
の

小
窗
に
映
る
樹
影
墨
絵
の
如
し
。
徒
然
の
あ
ま
り
つ
ら
〳
〵
こ
の
影
を
眺
め

や
る
に
、
去
年
十
一
月
の
頃
に
は
昼
前
十
一
時
頃
よ
り
映
り
始
め
正
午
を
過

る
や
影
は
斜
に
な
り
て
障
子
の
面
よ
り
消
え
去
り
ぬ
。
十
二
月
に
入
り
て
よ

り
は
正
午
の
頃
影
最
鮮
に
て
窗
の
障
子
一
面
さ
な
が
ら
宗
達
が
筆
を
見
る
が

如
し
。
年
改
り
て
早
く
も
半
月
近
く
な
り
た
る
此
頃
窗
の
樹
影
は
昼
過
二
時

よ
り
三
時
頃
最
も
鮮
に
し
て
、
四
時
を
過
ぎ
て
も
猶
消
去
ら
ず
。
短
き
冬
の
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日
も
大
寒
に
入
り
て
よ
り
漸
く
長
く
な
り
た
る
を
知
る
。
障
子
を
開
き
見
れ

ば
瑞
香
の
蕾
大
き
く
ふ
く
ら
み
た
り
。

正
月
十
三
日
。
園
丁
五
郎
を
呼
び
蝋
梅
芍
薬
瑞
香
な
ど
庭
中
の
草
木
に
寒
中

の
肥
料
を
施
さ
し
む
。
蝋
梅
二
株
あ
る
中
其
の
一
株
去
年
よ
り
勢
な
く
花
を

つ
く
る
事
少
く
な
り
た
れ
ば
今
よ
り
枯
れ
ぬ
用
心
す
る
な
り
。
此
日
い
か
な

る
故
に
や
鵯
群
を
な
し
て
庭
に
来
り
終
日
啼
き
※
び
ぬ
。

正
月
十
四
日
。
西
北
の
風
烈
し
く
庭
樹
の
鳴
り
動
く
声
潮
の
寄
来
る
に
似
た

り
。

正
月
十
五
日
。
歯
痛
未
止
ま
ず
。
苦
痛
を
忘
れ
む
と
て
市
中
両
国
辺
を
散
歩

す
。
夜
唖
々
子
来
訪
。

正
月
十
六
日
。
毎
夜
月
あ
き
ら
か
な
り
。
厠
の
窗
よ
り
夜
の
庭
を
窺
見
る
に
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霜
を
浴
び
た
る
落
葉
銀
鱗
の
如
く
月
色
氷
の
如
し
。
寒
気
骨
に
徹
す
。

正
月
十
七
日
。
築
地
に
清
元
梅
吉
を
訪
ひ
帰
途
新
福
亭
に
立
寄
る
。
亭
主
風

労
に
て
打
臥
し
ゐ
た
り
。

正
月
十
八
日
。
花
月
主
人
書
肆
新
橋
堂
主
人
と
は
相
識
の
由
。
新
福
の
は
な

し
に
よ
り
花
月
主
人
を
介
し
て
同
書
店
に
赴
き
主
人
に
面
晤
し
、
拙
著
腕
く

ら
べ
一
千
部
の
販
売
方
を
委
托
す
。

正
月
二
十
日
。
堀
口
大
学
来
訪
。
其
著
昨
日
の
花
の
序
を
請
は
る
。

正
月
廿
一
日
。
松
莚
子
の
書
柬
を
得
た
り
。

正
月
廿
三
日
。
朝
ま
だ
き
よ
り
小
雪
ち
ら
〳
〵
と
降
り
そ
め
し
が
昼
過
ぎ
て

歇
む
。
寒
気
甚
し
。
夜
堀
口
氏
詩
集
の
序
を
草
す
。

正
月
廿
四
日
。
鴎
外
先
生
の
書
に
接
す
。
先
生
宮
内
省
に
入
り
帝
室
博
物
館
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長
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
り
而
後
全
く
文
筆
に
遠
ざ
か
る
べ
し
と
の
こ
と
な
り
。

何
と
も
知
れ
ず
悲
し
き
心
地
し
て
堪
え
が
た
し
。

正
月
廿
五
日
。
夜
松
莚
君
来
訪
。

正
月
廿
七
日
。
田
舎
の
人
よ
り
短
冊
を
請
は
れ
已
む
こ
と
を
得
ず
揮
毫
す
る

こ
と
四
五
葉
な
り
。
余
両
三
年
来
折
々
沢
田
東
江
の
書
帖
を
臨
写
す
れ
ど
今

に
至
つ
て
甚
悪
筆
な
り
。
三
味
線
と
書
と
は
い
つ
も
思
ふ
や
う
に
行
か
ず
。

よ
く
〳
〵
不
器
用
の
生
れ
と
見
ゆ
。

正
月
廿
八
日
。
過
日
断
膓
亭
襍
稾
を
知
友
に
贈
呈
す
。
其
返
書
追
追
到
着
す
。

馬
塲
孤
蝶
氏
懇
切
な
る
批
評
を
寄
せ
ら
る
。

二
月
朔
。
清
元
梅
吉
本
日
よ
り
稽
古
始
め
る
由
言
越
し
た
れ
ば
徃
く
。
清
心

上
げ
ざ
ら
ひ
を
な
す
。
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二
月
二
日
。
立
春
の
節
近
つ
き
た
る
故
に
や
日
の
光
俄
に
明
く
暖
気
そ
ぞ
ろ

に
探
梅
の
興
を
思
は
し
む
。
午
後
九
段
の
公
園
を
歩
み
神
田
三
才
社
に
至
り

新
着
の
小
説
二
三
冊
を
購
ひ
帰
る
。

二
月
四
日
。
立
春
。

二
月
五
日
。
夜
九
穂
子
来
訪
。

二
月
六
日
。
終
日
雨
。
本
年
に
な
り
て
始
め
て
の
雨
な
り
。

二
月
七
日
。
植
込
に
さ
し
込
む
朝
日
の
光
俄
に
あ
か
る
く
、
あ
た
り
全
く
春

め
き
来
り
ぬ
。
鵯
の
声
に
交
り
て
雀
の
囀
り
も
お
の
づ
か
ら
勇
し
く
な
れ
り
。

二
月
八
日
。
早
朝
築
地
に
行
き
権
八
鈴
ヶ
森
の
段
稽
古
は
じ
む
。
清
元
浄
瑠

璃
の
中
に
て
此
の
鈴
ヶ
森
刑
塲
の
段
、
殊
に
二
上
り
の
出
、
余
の
最
も
好
む

所
な
り
。
浦
里
三
千
歳
な
ぞ
よ
り
も
遥
に
よ
し
。
午
後
歌
舞
伎
座
に
立
寄
る
。

10断腸亭日乗



延
寿
太
夫
父
子
吉
野
山
出
語
あ
れ
ば
な
り
。

二
月
九
日
。
家
に
在
り
て
午
後
よ
り
腕
く
ら
べ
続
篇
の
稾
を
起
す
。
去
冬
思

立
ち
し
紅
箋
堂
佳
話
二
三
枚
は
※
す
ゝ
ま
ざ
れ
ば
裂
棄
て
た
り
。

二
月
十
二
日
。
腕
く
ら
べ
製
本
二
部
を
添
へ
て
出
版
届
を
な
す
。
久
振
り
に

て
新
福
亭
を
訪
ふ
に
花
月
楼
主
人
在
り
。
款
晤
日
暮
に
至
る
。

二
月
十
三
日
。
樹
間
始
め
て
鶯
語
を
き
く
。
福
寿
草
花
あ
り
。
今
村
次
七
君

金
沢
よ
り
出
京
、
断
膓
亭
を
訪
は
れ
浮
世
絵
の
事
を
談
ぜ
ら
る
。

二
月
十
五
日
。
三
田
文
学
に
書
か
で
も
の
記
を
寄
す
。

二
月
廿
四
日
。
新
演
藝
過
日
市
川
左
団
次
の
た
め
に
懸
賞
脚
本
の
募
集
を
な

す
。
此
日
選
評
者
一
同
を
東
仲
通
鳥
屋
末
広
に
招
飲
す
。
余
も
選
評
者
中
の

一
人
な
れ
ば
招
れ
て
徃
く
。
帰
途
新
福
に
て
八
重
次
唖
々
子
と
飲
む
。
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二
月
二
十
五
日
。
梅
花
未
開
か
ざ
れ
ど
暖
気
四
月
の
如
し
。
貝
母
の
芽
地
中

よ
り
現
れ
出
で
た
り
。

二
月
廿
七
日
。
風
再
び
寒
し
。
夜
窗
雨
を
聴
き
つ
ゝ
来
青
閣
集
を
よ
む
。

二
月
廿
八
日
。
昨
夜
深
更
よ
り
寒
雨
凍
り
て
雪
と
な
る
。
終
日
歇
ま
ず
。
八

ツ
手
松
樹
の
枝
雪
に
折
れ
も
や
せ
む
と
庭
に
出
で
雪
を
払
ふ
こ
と
再
三
な
り
。

三
月
朔
。
雪
歇
み
空
晴
る
。
築
地
に
行
く
。
市
街
雪
解
け
泥
濘
甚
し
。
夜
臙

脂
を
煮
て
原
稿
用
罫
紙
を
摺
る
こ
と
四
五
帖
な
り
。

三
月
二
日
。
風
あ
り
。
春
寒
料
峭
た
り
。
終
日
炉
辺
に
来
青
閣
集
を
読
む
。

夜
少
婢
お
房
を
伴
ひ
物
買
ひ
に
と
四
谷
に
徃
く
。
市
ヶ
谷
谷
町
よ
り
津
守
阪

の
あ
た
り
、
貧
し
き
町
々
も
節
句
の
菱
餅
菓
子
な
ど
灯
を
と
も
し
て
売
る
家

多
け
れ
ば
日
頃
に
似
ず
明
く
賑
か
に
見
え
た
り
。
貧
し
き
裏
町
薄
暗
き
横
町
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に
古
雛
ま
た
は
染
色
怪
し
げ
な
る
節
句
の
菓
子
、
春
寒
き
夜
に
曝
し
出
さ
れ

た
る
さ
ま
何
と
も
知
れ
ず
哀
れ
ふ
か
し
。
三
越
楼
上
又
は
十
軒
店
の
雛
市
よ

り
風
情
は
却
て
増
り
た
り
。

三
月
三
日
。
園
梅
漸
開
く
。
腕
く
ら
べ
印
刷
費
壱
千
部
に
て
凡
金
弐
百
六
拾

円
。
此
日
東
洋
印
刷
会
社
へ
支
払
ふ
。

三
月
九
日
。
微
風
軽
寒
。
神
田
電
車
通
の
古
書
肆
を
あ
さ
る
。

三
月
十
日
。
春
隂
鶯
語
を
聞
く
。
午
後
烈
風
雨
を
誘
ひ
し
が
夜
半
に
至
り
雲

去
り
星
出
づ
。

三
月
十
一
日
。
風
寒
し
。
風
邪
の
心
地
に
て
早
く
寝
に
就
く
。

三
月
十
二
日
。
臥
病
。
園
丁
萩
を
植
替
ふ
。

三
月
十
六
日
。
唖
〻
子
令
弟
梧
郎
君
病
死
の
報
に
接
す
。
大
雨
。
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三
月
十
七
日
。
雨
晴
れ
庭
上
草
色
新
な
り
。
病
未
痊
え
ず
。
終
日
縄
床
に
在

り
。

三
月
十
九
日
。
い
ま
だ
起
出
る
気
力
な
し
。
終
日
横
臥
読
書
す
。
此
日
天
気

晴
朗
。
園
梅
満
開
。
鳥
語
欣
々
た
り
。

三
月
二
十
日
。
北
風
烈
し
く
寒
又
加
は
る
。
新
福
亭
主
人
病
を
問
ひ
来
る
。

三
月
廿
二
日
。
風
烈
し
く
薄
暮
雹
降
り
遠
雷
ひ
ゞ
く
。
八
重
次
訪
来
る
。
少

婢
お
房
既
に
家
に
在
ら
ざ
る
が
故
な
り
。

三
月
廿
三
日
。
病
既
に
よ
し
。
唖
々
子
米
刃
堂
解
雇
と
な
り
し
由
聞
知
り
、

慰
め
む
と
て
牛
門
の
酒
亭
に
招
い
で
倶
に
飲
む
。

三
月
廿
五
日
。
暴
風
大
雨
。
落
梅
雪
の
如
し
。

三
月
廿
六
日
。
雨
晴
れ
し
が
風
歇
ま
ず
。
お
房
四
谷
よ
り
君
花
と
名
乗
り
て
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再
び
左
褄
取
る
こ
と
に
な
り
し
と
て
菓
子
折
に
手
紙
を
添
へ
使
の
者
に
持
た

せ
越
し
た
り
。
お
房
も
と
牛
込
照
武
蔵
の
賤
妓
な
り
し
が
余
病
来
独
居
甚
不

便
な
れ
ば
女
中
代
り
に
召
使
は
む
と
て
、
一
昨
年
の
暮
い
さ
ゝ
か
の
借
金
支

払
ひ
や
り
て
、
家
に
つ
れ
来
り
し
な
り
。
然
る
処
い
ろ
〳
〵
面
倒
な
る
事
の

み
起
来
り
て
煩
し
け
れ
ば
暇
を
や
り
、
良
き
縁
も
あ
ら
ば
片
づ
き
て
身
を
全

う
せ
よ
と
言
聞
か
せ
置
き
し
が
、
矢
張
浮
き
た
る
家
業
の
外
さ
し
あ
た
り
身

の
振
方
つ
か
ざ
り
し
と
見
ゆ
。

三
月
廿
七
日
。
母
上
訪
来
ら
る
。

三
月
廿
八
日
。
風
邪
全
癒
。
園
中
を
逍
遥
す
。
春
草
茸
〻
。
水
仙
瑞
香
連
翹

尽
く
花
ひ
ら
く
。
春
蘭
の
花
香
し
く
桃
花
灼
然
た
り
。
芍
薬
の
芽
地
を
※
く

こ
と
二
三
寸
な
り
。
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四
月
朔
。
唖
〻
子
及
び
新
福
亭
主
人
と
胥
議
し
て
雑
誌
花
月
の
発
行
を
企
つ
。

四
月
二
日
。
雑
誌
花
月
の
表
紙
下
絵
を
描
く
。

四
月
三
日
。
腕
く
ら
べ
五
百
部
ほ
ど
売
れ
た
り
と
て
新
橋
堂
よ
り
金
四
百
円

送
り
来
る
。

四
月
四
日
。
半
隂
半
晴
。
桜
花
将
に
開
か
む
と
す
。

四
月
九
日
。
花
月
第
一
号
草
稾
大
半
執
筆
し
得
た
り
。

四
月
十
日
。
雨
烈
し
く
風
寒
し
。
築
地
け
い
こ
の
帰
途
新
福
に
立
寄
り
、
主

人
と
雑
誌
花
月
の
用
談
を
な
す
。

四
月
十
二
日
。
八
重
次
と
新
福
亭
に
会
す
。
夜
木
挽
町
田
川
に
徃
き
浦
里
を

語
る
。
三
味
線
は
延
園
な
り
。

四
月
十
三
日
。
微
雨
薄
寒
。
唖
〻
子
新
福
主
人
来
り
て
花
月
第
一
号
の
編
輯
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を
畢
る
。

四
月
十
四
日
。
風
気
順
な
ら
ず
。

四
月
十
五
日
。
暴
に
暖
な
り
。
袷
に
着
か
へ
た
き
程
な
り
。

四
月
十
六
日
。
支
那
産
藍
菊
の
根
分
を
な
す
。
白
粉
花
鳳
仙
コ
ス
モ
ス
の
種

を
蒔
く
。
午
後
富
士
見
町
の
妓
家
に
徃
く
。
靖
国
神
社
の
桜
花
半
落
ち
た
り
。

四
月
十
七
日
。
松
莚
子
宅
に
て
玄
文
社
懸
賞
脚
本
の
選
評
を
な
す
。

四
月
二
十
日
。
服
部
歌
舟
に
招
が
れ
采
女
町
三
笑
庵
に
徃
く
。
円
右
、
小
さ

ん
、
喜
久
太
夫
、
山
彦
師
匠
、
各
得
意
の
技
を
な
す
。

四
月
廿
三
日
。
常
磐
木
倶
楽
部
に
て
梅
吉
弟
子
梅
初
名
弘
の
会
あ
り
。
余
野

間
翁
と
共
に
招
が
れ
、
梅
之
助
の
三
味
線
、
梅
次
上
調
子
に
て
浦
里
を
語
る
。

翁
は
得
意
の
青
海
波
を
語
る
。
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四
月
廿
六
日
。
午
後
よ
り
雨
ふ
る
。
清
元
会
な
り
。

四
月
廿
七
日
。
晴
又
隂
。
花
月
第
一
号
校
正
終
了
。

四
月
廿
八
日
。
唖
々
子
来
訪
。
杜
鵑
花
満
開
。

四
月
晦
日
。
黄
昏
地
震
。
雨
忽
降
来
る
。
風
暖
に
し
て
心
地
わ
ろ
し
。

五
月
朔
。
隂
雨
空
濛
た
り
。

五
月
二
日
。
花
月
校
正
手
廻
し
の
た
め
新
福
に
徃
く
。

五
月
三
日
。
西
南
の
風
烈
し
く
遽
に
薄
暑
を
催
す
。
冬
の
衣
類
を
取
片
つ
け

袷
を
着
る
。
衣
類
の
こ
と
男
の
身
一
つ
に
て
は
不
自
由
か
ぎ
り
な
く
、
季
節

の
変
目
毎
に
衣
を
更
る
た
び
〳
〵
腹
立
し
く
な
り
て
人
を
怨
む
こ
と
あ
り
。

さ
れ
ど
平
常
気
随
気
儘
の
身
を
思
返
し
て
聊
か
慰
め
と
な
す
。

五
月
四
日
。
築
地
け
い
こ
の
道
す
が
ら
麹
町
通
に
て
台
湾
生
蕃
人
の
一
行
を

18断腸亭日乗



見
る
。
巡
査
ら
し
き
帯
剣
の
役
人
七
八
名
之
を
引
率
し
我
こ
そ
文
明
人
な
れ

と
高
慢
な
る
顔
し
た
り
。
生
蕃
人
の
容
貌
日
本
の
巡
査
に
比
す
れ
ば
い
づ
れ

も
温
和
に
て
隂
険
な
ら
ず
。
今
の
世
に
は
人
喰
ふ
も
の
よ
り
遥
に
恐
る
べ
き

人
種
あ
る
を
知
ら
ず
や
。
晡
下
大
石
国
手
久
振
に
て
診
察
に
来
る
。
実
は
米

刃
堂
よ
り
依
頼
の
用
談
を
兼
て
な
り
。
昨
日
に
も
ま
さ
り
て
風
烈
し
く
黄
昏

に
至
り
黒
雲
天
を
覆
ひ
驟
雨
屡
来
る
。
蒸
暑
き
こ
と
甚
し
。
夜
窗
を
開
き
て

風
を
迎
ふ
る
に
後
庭
頻
に
蛙
の
鳴
く
を
聞
く
。
河
骨
を
植
え
た
る
水
瓶
の
中

に
て
鳴
く
も
の
の
如
し
。

五
月
五
日
。
母
上
粽
を
携
へ
て
病
を
問
は
る
。
昼
過
四
時
頃
驟
雨
雷
鳴
。
夜

に
及
ん
で
益
甚
し
。
電
燈
明
滅
二
三
回
に
及
ぶ
。
初
更
花
月
第
一
号
新
橋
堂

よ
り
到
着
す
。
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五
月
六
日
。
階
前
の
来
青
花
開
く
。
異
香
馥
郁
た
り
。

五
月
十
日
。
烟
雨
軽
寒
を
催
す
。
服
部
歌
舟
子
が
関
口
の
邸
に
招
が
る
。
躑

躅
満
開
。
園
林
幽
邃
。
雨
中
一
段
の
趣
を
添
ふ
。
山
彦
栄
子
三
味
線
に
て
歌

舟
子
河
東
※
邯
鄲
を
語
る
。
歌
舟
子
は
日
本
橋
堀
留
の
紙
問
屋
湊
屋
の
主
人

な
り
。
是
日
柳
橋
の
名
妓
数
名
酒
間
を
斡
旋
す
。

五
月
十
一
日
。
終
日
門
を
出
で
ず
。
花
月
の
原
稾
を
整
理
す
。
薄
暮
久
米
氏

来
り
て
新
福
亭
経
営
甚
困
難
な
る
由
を
告
ぐ
。
金
百
円
貸
す
。

五
月
十
二
日
。
午
後
新
福
亭
に
て
唖
〻
子
と
相
会
し
花
月
第
二
号
の
編
輯
を

終
る
。

五
月
十
三
日
。
八
ツ
手
の
若
芽
舒
ぶ
。
秋
海
棠
の
芽
出
づ
。
四
月
末
種
ま
き

た
る
草
花
皆
芽
を
発
す
。
無
花
果
の
実
鳩
の
卵
ほ
ど
の
大
さ
に
な
れ
り
。
枇
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杷
も
亦
熟
す
。
菖
蒲
花
開
か
む
と
し
、
錦
木
花
を
つ
く
。
松
の
花
風
に
従
つ

て
飛
ぶ
こ
と
烟
の
如
し
。
貝
母
枯
れ
、
芍
薬
の
蕾
漸
く
綻
び
む
と
す
。
虎
耳

草
猶
花
な
し
。

五
月
十
六
日
。
夜
十
時
旧
監
獄
署
跡
新
開
町
よ
り
失
火
。
余
烟
断
膓
亭
を
蔽

ふ
。

五
月
十
七
日
。
終
日
大
雨
。
風
冷
な
り
。
小
品
文
夏
こ
ろ
も
を
草
す
。
枕
上

随
園
詩
話
を
繙
い
て
眠
る
。

五
月
廿
二
日
。
花
月
第
二
号
校
正
。
晩
来
雷
雨
あ
り
。

五
月
廿
五
日
。
毎
日
風
冷
に
し
て
雨
ふ
る
。
梅
花
の
時
※
と
思
誤
り
て
や
此

日
頻
に
鶯
の
啼
く
を
聞
き
ぬ
。

五
月
廿
六
日
。
天
候
穏
な
ら
ず
。
風
冷
な
り
。
夜
山
家
集
を
よ
む
。
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五
月
廿
七
日
。
薔
薇
花
満
開
。
夜
唖
〻
子
来
談
。
花
月
第
一
号
純
益
四
拾
弐

円
ば
か
り
の
由
。

五
月
三
十
日
。
空
晴
れ
て
俄
に
暑
し
。
人
々
早
く
も
浴
衣
を
き
る
。

五
月
卅
一
日
。
雨
ふ
る
。
大
山
蓮
華
ひ
ら
き
、
丁
字
葛
馥
郁
た
り
。

六
月
一
日
。
曇
り
て
蒸
暑
し
。
始
め
て
鮎
を
食
す
。

六
月
三
日
。
雨
ふ
る
。
午
前
花
月
第
三
号
草
稿
執
筆
。
午
後
常
磐
木
倶
楽
部

訪
諏
商
店
浮
世
絵
売
立
会
に
赴
き
巨
川
一
枚
。
清
長
一
枚
以
上
板
物
俊
満
※

画
幅
。
栄
之
画
幅
。
蜀
山
人
書
幅
を
購
ふ
。
夜
所
蔵
の
浮
世
絵
を
整
理
す
。

六
月
十
日
。
雨
ふ
る
。
八
ツ
手
の
葉
落
ち
、
石
榴
花
ひ
ら
く
。

六
月
十
一
日
。
晴
天
。
春
陽
堂
主
人
和
田
氏
来
り
て
旧
著
の
再
梓
を
請
ふ
。

六
月
十
二
日
。
曇
天
。
唖
〻
子
来
る
。
花
月
第
三
号
編
輯
。
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六
月
十
三
日
。
晴
天
。
梅
も
ど
き
の
花
開
く
。
香
気
烈
し
く
虻
集
り
来
る
こ

と
お
び
た
ゞ
し
。
湖
山
人
手
紙
に
て
句
を
請
は
れ
た
れ
ば
短
冊
を
郵
送
す
。

六
月
十
四
日
。
花
月
編
輯
の
た
め
唖
〻
子
重
て
来
庵
。
夕
刻
ま
で
新
福
亭
主

人
の
草
稾
を
待
ち
し
が
到
着
せ
ざ
る
を
以
て
別
に
催
促
を
な
さ
ず
。
そ
の
ま
ゝ

に
打
棄
て
置
き
ぬ
。
夜
風
冷
に
し
て
心
地
よ
か
ら
ず
。

六
月
十
六
日
。
日
曜
日
。
夕
方
久
米
氏
来
訪
。
井
阪
梅
雪
氏
現
の
せ
う
こ
を

請
は
る
ゝ
由
を
告
ぐ
。
後
園
に
栽
培
し
た
る
薬
草
を
摘
み
久
米
氏
に
托
し
て

贈
る
。

六
月
十
七
日
。
こ
の
頃
腹
具
合
思
は
し
か
ら
ず
。
築
地
に
行
き
し
が
元
気
な

く
三
味
線
稽
古
面
白
か
ら
ず
。

六
月
十
八
日
。
陰
晴
定
り
な
く
雨
な
ら
む
と
し
て
雨
来
ら
ず
。
蒸
暑
し
。
夜
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机
に
憑
る
。
四
鄰
蕭
条
。
梅
の
実
頻
に
屋
根
の
瓦
を
撲
ち
庭
に
落
る
響
き
こ

ゆ
。

六
月
十
九
日
。
母
上
来
訪
。
夜
花
月
第
三
号
校
正
。

六
月
二
十
日
。
午
後
大
雨
の
中
唖
〻
子
来
る
。
花
月
校
正
の
た
め
な
り
。
夜

に
至
り
雨
ま
す
〳
〵
烈
し
。
鼬
頻
に
庇
を
走
る
音
す
。

六
月
廿
二
日
。
曇
り
て
寒
し
。
三
田
文
学
会
に
徃
く
。

六
月
廿
三
日
。
曇
り
て
夜
雨
ふ
る
。

六
月
廿
四
日
。
唖
〻
子
来
る
。
金
糸
梅
紫
陽
花
ひ
ら
く
。

六
月
廿
五
日
。
井
阪
梅
雪
子
よ
り
短
冊
を
請
は
れ
ゐ
た
れ
ば
揮
毫
し
て
郵
送

す
。
風
俗
画
報
東
京
名
所
案
内
を
読
む
。
夜
雨
あ
り
蛙
声
戞
々
。

六
月
廿
六
日
。
清
元
一
枝
会
下
ざ
ら
ひ
あ
り
。
午
後
よ
り
梅
吉
を
訪
ふ
。
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六
月
廿
七
日
。
萬
安
楼
に
て
一
枝
会
下
ざ
ら
ひ
あ
り
。
梅
雨
霏
々
。

六
月
廿
八
日
。
有
楽
座
一
枝
会
温
習
会
。
梅
之
助
三
味
線
に
て
お
染
を
語
る
。

桟
敷
後
の
方
に
て
も
よ
く
聞
え
た
る
由
な
り
。

六
月
廿
九
日
。
晩
間
梅
吉
夫
婦
と
赤
阪
の
酒
亭
三
島
に
飲
む
。

六
月
三
十
日
。
雲
重
く
暑
気
甚
し
。
夜
半
華
氏
九
十
度
な
り
。
お
か
め
笹
の

稿
を
つ
ぐ
。

七
月
一
日
。
空
晴
れ
暑
気
益
加
は
る
。

七
月
二
日
。
清
元
梅
吉
唖
〻
子
を
た
の
み
一
枝
会
帳
簿
の
整
理
を
な
し
た
き

由
。
再
参
の
依
頼
に
よ
り
其
の
趣
を
唖
々
子
に
報
ず
。

七
月
三
日
。
風
あ
り
暑
気
少
し
く
忍
易
し
。
母
上
来
た
ま
ひ
て
老
媼
し
ん
入

用
な
れ
ば
と
て
連
行
か
れ
た
り
。
予
は
始
め
よ
り
秋
田
県
出
張
中
な
る
威
三
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郎
方
へ
遣
し
た
き
下
心
な
り
と
推
察
し
た
れ
ば
何
事
を
も
言
は
ざ
り
し
な
り
。

我
が
家
俄
に
炊
事
を
な
す
も
の
な
く
独
居
の
不
便
こ
ゝ
に
至
つ
て
益
甚
し
く

な
り
ぬ
。

七
月
四
日
。
唖
〻
子
来
談
。
晩
来
微
雨
あ
り
。
涼
風
簾
を
撲
つ
。

七
月
五
日
。
微
雨
あ
り
、
風
涼
し
。

七
月
六
日
。
電
車
に
て
赤
坂
を
過
ぐ
。
妓
窩
林
家
の
屋
上
に
七
夕
の
笹
竹
立

て
ら
れ
願
の
糸
の
風
に
な
び
け
る
を
見
た
り
。
旧
年
の
風
習
今
は
唯
妓
窩
に

残
る
の
み
。
天
下
若
し
妓
な
か
り
せ
ば
、
服
左
袒
。
言
侏
離
た
ら
ん
歟
。
呵

呵
。

七
月
七
日
。
甘
草
花
開
く
。

七
月
十
日
。
新
福
亭
主
人
来
訪
。
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七
月
十
二
日
。
中
国
よ
り
京
阪
地
方
暴
風
雨
に
襲
は
れ
し
由
。
其
の
余
波
に

や
昨
日
よ
り
烈
風
吹
続
き
、
炎
天
の
空
熱
砂
に
蔽
は
る
。
唖
〻
子
花
月
編
輯

の
た
め
来
訪
。
新
橋
の
妓
八
重
次
亦
来
る
。
夕
刻
大
雨
沛
然
。
風
漸
く
歇
む
。

今
朝
唖
〻
子
第
二
子
出
生
の
由
。
賀
す
べ
し
。

七
月
十
三
日
。
唖
〻
子
と
倶
に
八
重
次
を
訪
ひ
そ
の
家
に
飲
む
。
八
重
次
余

の
帰
る
を
送
り
四
谷
見
附
に
至
り
袂
を
分
つ
。

七
月
十
四
日
。
凌
霄
花
開
く
。

七
月
十
五
日
。
去
十
二
日
よ
り
引
つ
ゞ
き
て
天
気
猶
定
ま
ら
ず
風
冷
な
る
こ

と
秋
の
如
し
。
四
十
雀
羣
を
な
し
て
庭
樹
に
鳴
く
。
唖
〻
子
の
談
に
本
郷
辺

に
て
は
蝉
未
鳴
か
ざ
る
に
早
く
蜩
を
き
ゝ
た
り
と
い
ふ
。
昨
日
赤
蜻
蜓
の
庭

に
飛
ぶ
を
見
た
り
。
是
亦
奇
と
い
ふ
べ
し
。
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七
月
十
六
日
。
花
月
第
四
号
編
輯
。

七
月
十
七
日
。
天
気
定
り
て
再
び
暑
く
な
り
ぬ
。

七
月
十
八
日
。
未
秋
な
ら
ざ
る
に
此
夜
虫
声
を
聞
く
。

七
月
十
九
日
。
蒸
雲
天
を
蔽
ひ
暑
気
甚
し
。
半
輪
の
月
空
し
く
樹
頭
に
在
り
。

昨
日
よ
り
気
分
す
ぐ
れ
ず
、
深
更
に
及
び
腹
痛
甚
し
く
、
大
に
苦
し
む
。

七
月
二
十
日
。
横
井
時
冬
著
園
藝
考
を
よ
む
。
唖
〻
子
花
月
第
四
号
校
正
の

為
来
訪
。

七
月
廿
一
日
。
苦
熱
筆
を
執
る
こ
と
能
は
ず
。
仰
臥
終
日
。
韓
渥
が
迷
楼
記

を
読
む
。

七
月
廿
二
日
。
百
合
の
花
ひ
ら
く
。

七
月
廿
三
日
。
花
月
第
四
号
校
正
終
了
。
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七
月
廿
四
日
。
炎
暑
日
に
日
に
甚
し
。

七
月
廿
五
日
。
日
中
寒
暑
計
華
氏
九
十
四
度
に
昇
る
。
夜
に
至
り
凉
風
徐
に

起
り
明
月
庭
を
照
す
。
虫
声
喞
々
既
に
秋
の
如
し
。
お
く
り
舩
二
三
枚
執
筆
。

七
月
廿
六
日
。
風
あ
り
稍
涼
し
。
瀧
田
樗
䕃
来
談
。

七
月
廿
七
日
。
風
烈
し
く
終
日
困
臥
。
夜
お
く
り
舩
執
筆
。
月
よ
し
。

七
月
廿
八
日
。
秋
海
棠
花
ひ
ら
く
。

七
月
廿
九
日
。
夜
半
蛼
の
鳴
出
る
を
き
く
。

七
月
三
十
日
。

七
月
卅
一
日
。
昨
日
よ
り
灸
点
治
療
を
試
む
。
腹
痛
に
効
能
あ
る
由
聞
伝
へ

た
れ
ば
な
り
。
今
日
も
灸
師
を
招
ぎ
治
療
を
な
せ
し
に
そ
の
た
め
却
て
頭
痛

を
催
し
、
机
に
向
ふ
こ
と
能
は
ず
。
横
臥
終
日
。
迷
楼
記
を
読
む
。
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八
月
朔
。
連
日
の
炎
暑
に
疲
労
を
覚
る
こ
と
甚
し
。
夜
九
時
頃
微
雨
あ
り
涼

風
頓
に
生
ず
。
喜
ん
で
筆
を
把
ら
む
と
す
る
に
蚊
軍
雨
に
追
は
れ
家
の
中
に

乱
入
す
。
一
枚
を
も
書
き
得
ず
し
て
已
む
。

八
月
三
日
。
唖
〻
子
病
む
と
の
報
あ
り
。

八
月
五
日
。
再
び
疑
雨
集
を
よ
む
。
驟
雨
あ
り
。
涼
味
襲
ふ
が
如
し
。

八
月
六
日
。
暴
風
の
兆
あ
り
。
裏
庭
の
雁
来
紅
に
竹
を
立
て
ゝ
支
ふ
。
萩
咲

き
出
で
た
り
。
終
日
驟
雨
、
幾
度
か
来
り
幾
度
か
歇
む
。
夜
花
月
第
五
号
の

原
稾
を
つ
く
る
。

八
月
七
日
。
春
陽
堂
よ
り
荷
風
全
集
校
正
摺
を
送
り
来
る
。
空
模
様
前
日
の

如
し
。

八
月
八
日
。
筆
持
つ
に
懶
し
。
屋
後
の
土
蔵
を
掃
除
す
。
貴
重
な
る
家
具
什
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器
は
既
に
母
上
大
方
西
大
久
保
な
る
威
三
郎
方
へ
運
去
ら
れ
し
後
な
れ
ば
、

残
り
た
る
は
が
ら
く
た
道
具
の
み
な
ら
む
と
日
頃
思
ひ
ゐ
た
し
に
、
此
日
土

蔵
の
床
の
揚
板
を
は
が
し
見
る
に
、
床
下
の
殊
更
に
奥
深
き
片
隅
に
炭
俵
屑

籠
な
ど
に
包
み
た
る
も
の
あ
ま
た
あ
り
。
開
き
見
れ
ば
先
考
の
徃
年
上
海
よ

り
携
へ
帰
ら
れ
し
陶
器
文
房
具
の
類
な
り
。
之
に
依
つ
て
窃
に
思
見
れ
ば
、

母
上
は
先
人
遺
愛
の
物
器
を
余
に
与
る
こ
と
を
快
し
と
せ
ず
、
こ
の
床
下
に

隠
し
置
か
れ
し
も
の
な
る
べ
し
。
果
し
て
然
ら
ば
余
は
最
早
や
こ
の
旧
宅
を

守
る
べ
き
必
要
も
な
し
。
再
び
築
地
か
浅
草
か
、
い
づ
こ
に
て
も
よ
し
、
親

類
縁
者
の
人
〻
に
顔
を
見
ら
れ
ぬ
陋
巷
に
引
移
る
に
し
か
ず
。
嗚
呼
余
は
幾

た
び
か
此
の
旧
宅
を
わ
が
終
焉
の
地
と
思
定
め
し
か
ど
、
遂
に
長
く
留
ま
る

こ
と
能
は
ず
。
悲
し
む
べ
き
こ
と
な
り
。
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八
月
九
日
。
昨
日
立
秋
と
な
り
し
よ
り
満
目
の
風
物
一
と
し
て
秋
意
を
帯
び

ざ
る
は
な
し
。
八
重
次
病
あ
り
。
入
院
の
由
書
信
あ
り
。

八
月
十
二
日
。
女
郎
花
ひ
ら
く
。
執
筆
半
日
。

八
月
十
三
日
。
春
陽
堂
荷
風
全
集
第
二
巻
に
当
て
ん
が
た
め
、
あ
め
り
か
物

語
ふ
ら
ん
す
物
語
二
書
の
校
訂
を
催
促
す
る
こ
と
頻
な
り
。
此
日
た
ま
〳
〵

こ
れ
等
の
旧
著
を
把
つ
て
閲
読
加
朱
せ
む
と
す
る
に
、
当
年
の
遊
跡
歴
歴
と

し
て
眼
前
に
浮
び
感
慨
禁
ず
べ
か
ら
ず
。
筆
を
擱
い
て
嘆
息
す
。
余
に
し
て

若
し
病
な
か
ら
む
か
一
日
半
刻
も
家
に
留
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
な
る
べ
し
。

日
本
現
代
の
世
情
は
実
に
嫌
悪
す
べ
き
も
の
な
り
。

八
月
十
四
日
。
唖
々
子
花
月
第
五
号
編
輯
に
来
る
。
用
事
を
終
り
て
後
晩
涼

を
追
ひ
、
漫
歩
神
楽
阪
に
至
る
。
銀
座
辺
米
商
打
こ
は
し
騒
動
起
り
し
由
。
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妓
家
酒
亭
灯
を
消
し
戸
を
閉
し
た
り
。

八
月
十
五
日
。
残
暑
甚
し
。
晩
間
驟
雨
来
ら
む
と
し
て
来
ら
ず
。
夜
に
至
り

月
明
か
に
風
涼
し
。
市
中
打
壊
し
の
暴
動
い
よ
〳
〵
盛
な
り
と
云
ふ
。
但
し

日
中
は
静
穏
平
常
の
如
く
、
夜
に
入
り
て
よ
り
蜂
起
す
る
な
り
。
政
府
は
此

日
よ
り
暴
動
に
関
す
る
新
聞
の
記
事
を
禁
止
し
た
り
と
云
ふ
。

八
月
十
六
日
。
胃
に
軽
痛
を
覚
ゆ
。
あ
め
り
か
物
語
を
校
訂
す
。
晩
間
唖
唖

子
来
り
て
市
中
昨
夜
の
状
况
を
語
る
。
此
日
夜
に
至
る
も
風
な
く
炎
蒸
忍
ぶ

可
か
ら
ず
。
唖
〻
子
と
時
事
を
談
じ
世
間
を
痛
罵
し
、
夜
分
に
至
る
。
涼
味

少
し
く
樹
隂
に
生
じ
虫
声
漸
く
多
し
。

八
月
十
七
日
。
紅
蜀
葵
開
く
。
萩
正
に
満
開
。

八
月
十
九
日
。
秋
暑
を
忍
ん
で
終
日
旧
著
を
添
刪
す
。
夜
に
至
り
明
月
清
風
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を
得
た
り
。

八
月
廿
二
日
。
曇
り
て
涼
し
。
午
前
松
莚
子
を
訪
ひ
、
三
才
社
に
立
寄
り
て

帰
る
。

八
月
廿
五
日
。
八
重
次
来
る
。
唖
〻
子
亦
来
る
。
夜
八
重
次
を
送
り
て
四
谷

に
至
り
、
別
れ
て
帰
る
。

八
月
廿
六
日
。
久
し
く
雨
な
し
。
萩
枯
れ
む
と
す
。

八
月
廿
七
日
。
お
か
め
笹
続
稿
執
筆
。
夜
ミ
ユ
ツ
セ
の
詩
を
よ
み
て
眠
る
。

唖
唖
子
復
び
病
め
り
と
い
ふ
。

八
月
廿
八
日
。
午
後
三
菱
銀
行
に
赴
く
。
驟
雨
沛
然
た
り
。
家
に
帰
り
見
る

に
雨
は
わ
づ
か
に
打
水
し
た
る
ほ
ど
な
り
。
秋
草
い
よ
〳
〵
枯
死
す
べ
し
。

八
月
廿
九
日
。
夜
に
至
り
俄
に
雨
を
得
た
り
。
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八
月
三
十
日
。
風
雨
。
草
木
蘇
生
す
。

八
月
卅
一
日
。
風
雨
歇
み
秋
涼
愛
す
べ
し
。
堀
口
大
学
来
訪
。
近
日
南
米
に

渡
航
す
べ
し
と
い
ふ
。

九
月
二
日
。
梅
吉
方
に
て
稽
古
を
な
し
、
庄
司
に
立
寄
り
、
春
日
に
て
昼
餉

を
食
し
延
園
を
招
ぎ
三
味
線
を
さ
ら
ふ
。
夕
刻
帰
宅
。
執
筆
夜
半
に
至
る
。

虫
声
漸
く
多
し
。

九
月
三
日
。
旧
作
父
の
恩
を
添
削
す
。

九
月
五
日
。
梅
も
ど
き
の
実
薄
く
赤
ら
み
た
り
。
今
年
は
い
づ
こ
の
竹
の
葉

に
も
毛
虫
つ
く
事
夥
し
と
い
ふ
。

九
月
六
日
。
早
朝
い
つ
も
の
如
く
梅
吉
方
に
て
稽
古
。
こ
の
日
図
ら
ず
吉
右

衛
門
に
逢
ふ
。
三
味
線
け
い
こ
す
る
由
な
り
。
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九
月
七
日
。
昼
前
薗
八
節
師
匠
宮
薗
千
春
を
築
地
二
丁
目
電
車
通
の
寓
居
に

訪
ひ
、
今
日
よ
り
稽
古
を
た
の
む
。
鳥
辺
山
を
な
ら
ふ
。

九
月
八
日
。
夜
大
風
襲
来
の
兆
あ
り
し
が
幸
に
し
て
事
無
し
。

九
月
九
日
。
雨
ふ
る
。
朝
夕
の
風
肌
さ
む
く
な
り
ぬ
。
花
月
第
六
号
前
半
の

編
輯
を
終
る
。

九
月
十
日
。
晡
下
市
ヶ
谷
辺
散
歩
。
八
幡
宮
の
岡
に
登
る
。
秋
風
颯
然
と
し

て
面
を
撲
つ
。
夕
陽
燦
然
た
り
。
夜
外
祖
父
毅
堂
先
生
が
親
燈
余
影
を
よ
む
。

火
鉢
に
て
辣
薤
を
煮
る
。
秋
涼
漸
く
自
炊
に
よ
し
。

九
月
十
二
日
。
萩
さ
き
乱
れ
野
菊
ま
た
花
開
く
。

九
月
十
四
日
。
早
朝
清
元
け
い
こ
の
帰
途
、
三
十
間
堀
春
日
に
立
寄
り
、
薗

八
節
さ
ら
は
む
と
て
老
妓
延
園
を
招
ぎ
し
が
来
ら
ず
。
直
に
帰
宅
す
。
今
日
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新
橋
の
教
坊
に
て
薗
八
節
三
味
線
を
善
く
す
る
も
の
延
園
、
り
き
、
ゆ
ふ
の

三
老
妓
の
み
な
り
と
云
。

九
月
十
五
日
。
朝
寒
し
。
障
子
を
し
め
火
鉢
に
火
を
置
く
。

九
月
十
六
日
。
朝
夕
の
寒
さ
身
に
沁
む
ば
か
り
な
り
。
さ
れ
ど
去
年
に
比
す

れ
ば
健
康
な
り
。
何
の
か
の
と
い
ふ
中
ま
た
一
年
生
き
の
び
た
れ
ど
さ
し
て

嬉
し
く
も
な
し
。

九
月
十
七
日
。
早
朝
築
地
に
赴
き
薗
八
清
元
の
け
い
こ
を
な
す
。
午
下
帰
宅
。

旧
稿
を
整
理
す
。
二
更
寝
に
就
か
む
と
す
る
時
花
月
第
六
号
校
正
摺
来
る
。

九
月
十
八
日
。
風
雨
。

九
月
十
九
日
。
雨
晴
れ
し
が
風
未
歇
ま
ず
。
残
暑
再
び
燬
く
が
如
し
。
日
暮

風
歇
み
て
一
天
雲
翳
な
し
。
仲
秋
の
明
月
鏡
の
如
し
。
虫
の
音
日
中
の
暑
さ

37



に
い
つ
も
よ
り
稠
く
な
り
ぬ
。

九
月
二
十
日
。
木
槿
花
開
く
。

九
月
二
十
一
日
。
東
京
新
繁
昌
記
の
類
を
一
覧
す
。
盖
し
雑
誌
花
月
編
輯
の

た
め
な
り
。

九
月
廿
二
日
。
雨
ふ
り
て
俄
に
寒
し
。
セ
ル
の
単
衣
に
襦
袢
を
重
ね
て
き
る
。

九
月
廿
四
日
。
風
雨
終
日
歇
ま
ず
。
新
橋
妓
史
を
つ
く
ら
む
と
て
其
資
料
を

閲
読
す
。
堀
口
氏
詩
集
月
光
と
ピ
ヱ
ロ
の
序
を
草
す
。

九
月
廿
五
日
。
晴
。
唖
〻
子
来
訪
。
夜
座
右
の
火
鉢
に
て
林
檎
を
煮
る
。
電

燈
明
滅
す
る
こ
と
数
次
な
り
。

九
月
廿
六
日
。
晴
。
葉
雞
頭
の
種
を
摘
む
。
萩
の
花
散
り
つ
く
し
ぬ
。

九
月
廿
七
日
。
秋
雨
。
梅
吉
宅
け
い
こ
の
帰
り
、
築
地
の
桜
木
に
立
寄
り
、
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新
富
町
の
妓
両
三
名
を
招
ぎ
哥
沢
節
を
さ
ら
ふ
。

九
月
廿
九
日
。
暗
雲
天
を
蔽
ひ
雨
屡
来
る
。
終
日
門
を
出
で
す
。
執
筆
夜
分

に
至
る
。
花
月
第
六
号
発
行
。

十
月
一
日
。
築
地
け
い
こ
の
帰
り
桜
木
に
飲
む
。
新
冨
町
の
老
妓
両
三
名
を

招
ぎ
、
新
島
原
徃
時
の
事
を
聞
か
む
と
思
ひ
し
が
、
さ
し
た
る
話
も
な
し
。

一
妓
寿
美
子
と
い
へ
る
も
の
年
紀
廿
一
二
。
容
姿
人
を
悩
殺
す
。
秋
霖
霏
々

と
し
て
歇
ま
ざ
る
を
幸
ひ
に
し
て
遂
に
一
宿
す
。

十
月
二
日
。
雨
歇
む
。
久
し
く
見
ざ
り
し
築
地
の
朝
景
色
に
興
を
催
し
、
漫

歩
木
挽
町
を
過
ぎ
て
家
に
帰
る
。
晡
時
唖
々
子
来
談
。

十
月
三
日
。
鳥
辺
山
け
い
こ
漸
く
進
む
。
桜
木
に
立
寄
り
、
全
集
第
二
巻
の

校
正
を
な
し
、
妓
寿
美
子
を
招
ぎ
晩
餐
を
倶
に
し
薄
暮
家
に
帰
る
。
禾
原
先
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生
渡
洋
日
誌
を
写
し
て
夜
半
に
至
る
。
盖
花
月
第
七
号
誌
上
に
掲
載
せ
ん
が

た
め
な
り
。

十
月
四
日
。
微
雨
。
夜
松
莚
子
を
訪
ふ
。

十
月
五
日
。
半
陰
半
晴
。
午
前
梅
吉
方
に
て
稽
古
を
な
し
、
午
後
常
磐
木
倶

楽
部
諏
訪
商
店
浮
世
絵
陳
列
会
に
赴
き
、
唖
〻
子
の
来
る
を
待
ち
東
仲
通
を

歩
み
、
古
着
問
屋
丸
八
に
て
帯
地
を
購
ふ
。
浅
利
河
岸
を
歩
み
築
地
に
出
で

桜
木
に
至
り
て
飲
む
。
唖
々
子
暴
飲
泥
酔
例
に
よ
つ
て
例
の
如
し
。
こ
の
夜

寿
美
子
を
招
ぎ
し
が
来
ら
ず
。
興
味
忽
索
然
た
り
。
寿
美
子
さ
し
て
絶
世
の

美
人
と
い
ふ
ほ
ど
に
は
あ
ら
ず
、
さ
れ
ど
眉
濃
く
黒
目
勝
の
眼
ぱ
つ
ち
り
と

し
た
る
さ
ま
、
何
と
な
く
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
女
を
思
出
さ
し
む
る
顔
立
な
り
。

予
こ
の
頃
何
事
に
つ
け
て
も
再
び
日
本
を
去
り
た
き
思
ひ
禁
ず
べ
か
ら
ず
。
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同
じ
く
病
み
て
路
傍
に
死
す
る
な
ら
ば
、
南
欧
の
都
市
を
さ
ま
よ
ひ
地
中
海

の
ほ
と
り
の
土
に
な
り
た
し
。
晩
餐
を
食
し
唖
々
子
と
土
橋
際
に
て
別
れ
電

車
に
乗
る
。
曾
て
新
橋
巴
家
へ
出
入
せ
し
呉
服
屋
井
筒
屋
の
番
頭
に
逢
ふ
。

予
が
現
在
身
に
つ
け
た
る
袷
も
た
し
か
此
の
番
頭
の
持
来
り
し
品
な
り
。
徃

事
茫
々
都
て
夢
の
如
し
。
呵
々
。

十
月
六
日
。
空
く
も
り
て
秋
の
庭
し
づ
か
な
り
。
終
日
虫
鳴
き
し
き
り
て
歇

ま
ず
。
芒
花
風
に
な
び
き
鵙
始
め
て
啼
く
。
旧
友
坂
井
清
君
夫
人
同
道
に
て

来
訪
せ
ら
る
。

十
月
八
日
。
雨
始
め
て
晴
る
。
読
書
執
筆
共
に
倦
ま
ず
。

十
月
九
日
。
余
今
日
ま
で
男
物
の
お
召
縮
緬
及
び
大
島
紬
を
嫌
ひ
て
着
ざ
り

し
が
、
近
年
糸
織
ま
た
は
※
糸
な
ど
の
縞
柄
よ
き
も
の
殆
見
当
ら
ざ
る
に
よ
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り
、
已
む
こ
と
を
得
ず
試
に
薩
摩
縞
お
召
の
袷
を
新
調
す
。
着
て
見
れ
ば
思

ひ
し
ほ
ど
に
は
に
や
け
て
見
え
ず
。
時
の
は
や
り
は
不
思
議
な
も
の
な
り
。

三
十
間
堀
春
日
に
て
昼
餉
を
な
し
夕
刻
新
富
座
楽
屋
に
松
莚
子
を
訪
ふ
。
こ

の
日
風
冷
な
り
。

十
月
十
日
。
花
月
原
稿
執
筆
。
黄
昏
雨
あ
り
虫
の
音
少
く
な
り
ぬ
。

十
月
十
二
日
。
隂
。
左
眼
を
病
む
。

十
月
十
三
日
。
新
冨
町
の
妓
両
三
人
を
携
へ
て
新
冨
座
を
見
る
。

十
月
十
五
日
。
築
地
け
い
こ
の
帰
途
春
日
に
立
寄
り
三
笑
庵
に
赴
く
。
服
部

歌
舟
子
に
招
が
れ
し
な
り
。
席
上
始
め
て
市
川
三
升
に
逢
ふ
。
そ
の
面
立
何

と
な
く
泉
鏡
花
氏
に
似
た
り
。
此
日
雨
。

十
月
十
六
日
。
雨
歇
ま
ず
。
油
絵
師
有
元
馨
寧
と
い
ふ
人
馬
塲
孤
蝶
氏
の
紹
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介
状
を
示
し
て
面
会
を
請
は
る
。
画
会
を
催
す
由
な
り
。
燈
下
禾
原
先
先
生

渡
洋
日
誌
を
写
す
。

十
月
十
七
日
。
十
三
夜
な
り
。
宵
の
ほ
ど
月
を
見
し
が
須
臾
に
し
て
雲
に
蔽

は
る
。

十
月
十
九
日
。
晴
。
呉
服
橋
外
建
物
会
社
に
赴
き
社
員
永
井
喜
平
に
面
会
し

て
売
宅
の
事
を
依
頼
す
。
帰
途
唖
々
子
と
清
水
に
飲
む
。
銀
座
を
歩
み
赤
阪

鳴
門
に
憩
ひ
ま
た
一
酌
す
。
花
月
第
七
号
校
正
。

十
月
二
十
日
。
土
蔵
の
雑
具
を
取
片
づ
く
。
明
治
十
二
三
年
頃
の
錦
絵
帖
。

先
考
揮
毫
扇
面
十
余
。
暁
斎
玉
章
扇
面
等
を
発
見
し
た
り
。
此
日
中
村
吉
右

衛
門
鎌
倉
の
別
墅
に
清
元
梅
吉
夫
婦
、
野
間
翁
及
余
を
招
ぐ
。
余
宿
痾
あ
り

汽
車
の
動
揺
病
に
よ
か
ら
ざ
る
を
以
て
辞
し
て
行
か
ず
。
晩
間
唖
〻
子
来
訪
。

43



十
月
廿
一
日
。
終
日
机
に
対
す
。
花
月
第
七
号
校
正
。

十
月
廿
二
日
。
酒
井
好
古
堂
を
訪
ひ
芳
年
の
錦
絵
数
種
を
購
ふ
。
日
本
橋
や

ま
と
に
て
昼
飯
を
食
し
夕
刻
三
田
文
学
会
に
徃
く
。
帰
途
三
十
間
堀
春
日
に

少
憩
し
車
を
命
じ
て
家
に
帰
る
。

十
月
廿
三
日
。
微
雨
午
に
至
つ
て
霽
る
。
築
地
桜
木
に
徃
き
妓
寿
美
に
逢
ふ
。

月
明
に
し
て
新
寒
脉
脉
た
り
。
愁
情
禁
じ
難
し
。

十
月
廿
四
日
。
春
陽
堂
店
員
来
談
。

十
月
廿
五
日
。
午
後
南
明
倶
楽
部
古
本
売
立
会
に
赴
く
。
姿
記
評
林
購
ひ
た

し
と
思
ひ
し
が
五
拾
円
と
い
ふ
高
価
に
辟
易
し
て
止
む
。
帰
途
風
吹
出
で
ゝ

俄
に
寒
し
。
家
に
帰
り
案
頭
の
寒
暑
計
を
見
る
に
華
氏
六
十
度
な
り
。

十
月
廿
六
日
。
安
田
平
安
居
浜
野
茂
の
二
氏
に
招
が
れ
て
三
十
間
堀
の
蜂
龍
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に
飲
む
。
こ
の
日
寒
気
厳
冬
の
如
し
。
綿
入
小
袖
を
着
る
。

十
月
廿
七
日
。
雨
。
清
元
会
に
徃
く
。
久
振
に
て
菊
五
郎
に
逢
ふ
。

十
月
廿
八
日
。
竜
胆
の
花
開
き
て
菊
花
の
時
節
来
る
。

十
月
廿
九
日
。
唖
々
子
と
日
本
橋
に
飲
む
。
花
月
第
七
号
発
行
。

十
月
三
十
日
。
隂
天
。
晩
来
小
雨
。

十
月
卅
一
日
。
晴
れ
て
暖
な
り
。
竹
田
書
房
主
人
来
る
。
午
後
唖
〻
子
来
る
。

庭
上
再
び
虫
語
を
聞
く
。

十
一
月
朔
。
築
地
三
丁
目
に
手
頃
の
売
家
あ
り
と
聞
き
、
早
朝
徃
き
て
見
る
。

桜
木
の
近
鄰
な
り
。
立
寄
り
て
寿
美
子
を
招
ぎ
昼
餉
を
食
し
て
家
に
帰
る
。

十
一
月
二
日
。
午
後
唖
〻
子
来
談
。
雑
誌
花
月
今
日
ま
で
売
行
さ
し
て
悪
し

か
ら
ざ
る
様
子
な
り
し
が
京
橋
堂
精
算
の
結
果
毎
月
弐
拾
円
程
損
失
の
由
。
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依
つ
て
十
二
月
号
を
限
り
と
し
て
以
後
廃
刊
す
る
こ
と
に
决
す
。
雨
烈
し
く

降
り
出
で
夜
も
ふ
け
た
れ
ば
後
始
末
の
相
談
は
他
日
に
譲
り
、
唖
〻
子
車
に

て
帰
る
。

十
一
月
三
日
。
建
物
会
社
よ
り
通
知
あ
り
。
こ
の
度
は
築
地
二
丁
目
の
売
家

を
見
る
。
南
風
吹
き
て
暖
な
り
。

十
一
月
四
日
。
隂
。
石
榴
の
実
熟
す
。
楓
葉
少
し
く
霜
に
染
む
。

十
一
月
五
日
。
雨
。
モ
レ
ア
ス
の
ヱ
ス
キ
ス
、
エ
、
ス
ー
ブ
ニ
ル
を
取
出
し

て
再
読
す
。
こ
の
書
近
世
仏
蘭
西
抒
情
詩
家
の
随
筆
中
、
余
の
最
も
愛
読
し

て
措
か
ざ
る
も
の
な
り
。

十
一
月
六
日
。
雨
ふ
る
。
明
治
史
要
武
江
年
表
を
見
る
。

十
一
月
七
日
。
隂
天
。
心
倦
み
つ
か
れ
て
草
稾
を
つ
く
る
気
力
な
し
。
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十
一
月
八
日
。
午
後
三
十
間
堀
の
春
日
に
徃
き
延
園
を
招
ぎ
清
元
落
人
を
さ

ら
ふ
。

十
一
月
九
日
。
明
治
初
年
の
風
俗
流
行
の
事
を
窺
知
ら
む
と
て
諸
藝
新
聞
を

読
む
。

十
一
月
十
日
。
浜
町
河
岸
日
本
橋
倶
楽
部
に
て
清
元
一
枝
会
温
習
会
あ
り
。

余
落
人
を
語
る
。

十
一
月
十
一
日
。
昨
夜
日
本
橋
倶
楽
部
、
会
塲
吹
は
ら
し
に
て
、
暖
炉
の
設

備
な
く
寒
か
り
し
為
、
忽
風
邪
ひ
き
し
に
や
、
筋
骨
軽
痛
を
覚
ゆ
。
体
温
は

平
熱
な
れ
ど
目
下
流
行
感
冒
猖
獗
の
折
か
ら
、
用
心
に
し
く
は
な
し
と
夜
具

敷
延
べ
て
臥
す
。
夕
刻
建
物
会
社
〻
員
永
井
喜
平
来
り
断
膓
亭
宅
地
買
手
つ

き
た
る
由
を
告
ぐ
。
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十
一
月
十
二
日
。
吉
井
俊
三
と
い
ふ
人
戸
川
秋
骨
君
の
紹
介
状
を
携
へ
面
談

を
請
ふ
。
居
宅
譲
受
け
の
事
な
り
。
夕
刻
永
井
喜
平
来
る
。
い
よ
〳
〵
売
宅

の
事
を
諾
す
。
感
慨
禁
ず
べ
か
ら
ず
。

十
一
月
十
三
日
。
永
井
喜
平
来
談
。
十
二
月
中
旬
ま
で
に
居
宅
を
引
払
ひ
買

主
に
明
渡
す
事
と
な
す
。
此
日
猶
病
床
に
在
り
諸
藝
新
聞
を
通
覧
す
。
夜
大

雨
。

十
一
月
十
四
日
。
風
邪
未
痊
え
ず
。

十
一
月
十
五
日
。
階
前
の
蝋
梅
一
株
を
雑
司
ヶ
谷
先
考
の
墓
畔
に
移
植
す
。

夜
半
厠
に
行
く
に
明
月
昼
の
如
く
、
枯
れ
た
る
秋
草
の
影
地
上
に
婆
娑
た
り
。

胸
中
売
宅
の
事
を
悔
ひ
悵
然
と
し
て
眠
る
こ
と
能
は
ず
。

十
一
月
十
六
日
。
欧
洲
戦
争
休
戦
の
祝
日
な
り
。
門
前
何
と
は
な
く
人
の
徃
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来
繁
し
。
猶
病
床
に
在
り
。
書
を
松
莚
子
に
寄
す
。
月
明
前
夜
の
如
し
。

十
一
月
十
七
日
。
雨
ふ
る
。
午
前
五
来
素
川
氏
来
訪
せ
ら
る
。
雑
誌
大
観
に

寄
稿
せ
よ
と
の
こ
と
な
り
。
午
後
よ
り
座
右
の
も
の
を
取
片
づ
け
居
宅
引
払

の
凖
備
を
な
す
。
夕
刻
唖
〻
湖
山
の
二
子
来
る
。
唖
〻
子
湖
山
子
の
周
旋
に

て
毎
夕
新
聞
社
に
入
り
し
と
い
ふ
。
花
月
は
い
よ
〳
〵
十
二
月
か
ぎ
り
に
て

廃
刊
と
決
す
。

十
一
月
十
八
日
。
早
朝
よ
り
竹
田
屋
の
主
人
来
り
、
兼
て
凖
備
せ
し
蔵
書
の

一
部
と
画
幅
と
を
運
去
る
。
午
後
数
寄
屋
橋
歯
科
医
高
島
氏
を
訪
ひ
、
梅
吉

方
に
赴
き
、
十
二
月
納
会
に
ま
た
〳
〵
出
席
の
事
を
約
す
。
明
烏
下
の
段
を

さ
ら
ふ
。
此
日
晴
れ
て
暖
な
り
。

十
一
月
廿
日
。
本
年
秋
晩
よ
り
雨
多
か
り
し
故
紅
葉
美
な
ら
ず
、
菊
花
も
亦
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香
気
な
し
。
さ
れ
ど
此
日
た
ま
〳
〵
快
晴
の
天
気
に
遇
ひ
、
独
り
間
庭
を
逍

遥
す
れ
ば
、
一
木
一
草
愛
着
の
情
を
牽
か
ざ
る
は
な
し
。
行
き
つ
戻
り
つ
薄

暮
に
至
る
。

十
一
月
廿
一
日
。
午
前
薗
八
※
け
い
こ
に
行
く
。
こ
の
日
欧
洲
戦
争
平
定
の

祝
日
な
り
と
て
、
市
中
甚
雑
遝
せ
り
。
日
比
谷
公
園
外
に
て
浅
葱
色
の
仕
事

着
き
た
る
職
工
幾
組
と
も
知
れ
ず
、
隊
を
な
し
練
り
行
く
を
見
る
。
労
働
問

題
既
に
切
迫
し
来
れ
る
の
感
甚
切
な
り
。
過
去
を
顧
る
に
、
明
治
三
十
年
頃

東
京
奠
都
祭
当
日
の
賑
の
如
き
、
又
近
年
韓
国
合
併
祝
賀
祭
の
如
き
、
未
深

く
吾
国
下
層
社
会
の
生
活
の
変
化
せ
し
事
を
推
量
せ
し
め
ざ
り
し
が
、
此
日

日
比
谷
丸
の
内
辺
雑
遝
の
光
景
は
、
以
前
の
時
代
と
異
り
、
人
を
し
て
一
種

痛
切
な
る
感
慨
を
催
さ
し
む
。
夜
竹
田
書
店
主
人
来
談
。
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十
一
月
廿
二
日
。
隂
天
。
先
考
の
詩
集
来
青
閣
集
五
百
部
ほ
ど
残
り
た
る
を

取
り
ま
と
め
て
、
威
三
郎
方
へ
送
り
届
く
。
夜
清
元
会
に
行
く
。
適
葵
山
人

の
来
る
に
逢
ふ
。
大
雨
と
な
る
。

十
一
月
廿
三
日
。
花
月
楼
主
人
を
訪
ふ
。
楼
上
に
て
恰
も
清
元
清
寿
会
さ
ら

ひ
あ
り
と
聞
き
、
会
場
に
行
き
て
見
る
。
菊
五
郎
小
山
内
氏
等
皆
席
に
在
り
。

十
一
月
廿
四
日
。
洋
書
を
整
理
し
大
半
を
売
卻
す
。
此
日
い
つ
よ
り
も
暖
な

り
。

十
一
月
廿
五
日
。
晴
天
。
寒
気
稍
加
は
る
。
四
谷
見
附
平
山
堂
に
赴
き
家
具

売
却
の
事
を
依
頼
す
。

十
一
月
廿
六
日
。
春
陽
堂
番
頭
予
の
全
集
表
帋
見
本
を
持
来
り
て
示
す
。
平

山
堂
番
頭
来
り
家
具
一
式
の
始
末
を
な
す
。
売
却
金
高
一
千
八
百
九
拾
弐
円
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余
と
な
れ
り
。

十
一
月
廿
七
日
。
建
物
会
社
〻
員
永
井
喜
平
富
士
見
町
登
記
所
に
赴
き
、
不

動
産
譲
渡
し
の
手
続
を
終
り
、
正
午
金
員
を
持
参
す
。
其
額
弐
万
参
千
円
也
。

三
菱
銀
行
に
赴
き
預
入
れ
を
な
し
、
築
地
の
桜
木
に
立
寄
り
、
夕
餉
を
な
し
、

久
米
氏
を
新
福
に
訪
ひ
、
車
を
倩
ひ
て
帰
る
。

十
一
月
廿
八
日
。
竹
田
屋
主
人
来
る
。
倶
に
蔵
書
を
取
片
付
く
る
中
突
然
悪

寒
を
お
ぼ
え
、
驚
い
て
蓐
中
に
臥
す
。

十
一
月
廿
九
日
。
老
婆
し
ん
転
宅
の
様
子
に
打
驚
き
、
新
橋
巴
家
へ
電
話
を

か
け
た
る
由
、
昼
前
八
重
次
来
り
、
い
つ
に
似
ず
ゆ
つ
く
り
し
て
日
の
暮
る
ゝ

こ
ろ
帰
る
。
終
日
病
床
に
在
り
。

十
一
月
三
十
日
。
八
重
次
今
日
も
転
宅
の
仕
末
に
来
る
。
余
風
労
未
癒
え
ず
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服
薬
横
臥
す
れ
ど
、
心
い
ら
立
ち
て
堪
え
が
た
け
れ
ば
、
強
ひ
て
書
を
読
む
。

十
二
月
朔
。
体
温
平
生
に
復
し
た
れ
ど
用
心
し
て
起
き
出
で
ず
。
八
重
次
来

り
て
前
日
の
如
く
荷
づ
く
り
を
な
す
。
春
陽
堂
店
員
来
り
、
全
集
第
二
巻
の

原
稿
を
携
へ
去
る
。

十
二
月
二
日
。
小
雨
降
出
し
て
菊
花
は
し
ほ
れ
、
楓
は
大
方
散
り
尽
し
た
り
。

病
床
を
出
で
座
右
の
文
房
具
几
案
を
取
片
付
く
。
此
の
度
移
転
の
事
に
つ
き

て
は
唖
〻
子
兼
て
よ
り
の
約
束
も
あ
り
、
来
つ
て
助
力
す
べ
き
筈
な
る
に
、

雑
誌
花
月
廃
刊
の
後
、
残
務
を
放
棄
し
て
顧
み
ざ
れ
ば
、
余
い
さ
ゝ
か
責
る

所
あ
り
し
に
、
忽
之
を
根
に
持
ち
再
三
手
紙
に
て
来
訪
を
請
へ
ど
も
遂
に
来

ら
ず
。
竹
田
屋
主
人
と
巴
家
老
妓
の
好
意
に
よ
り
て
纔
に
荷
づ
く
り
を
な
し

得
た
り
。
唖
唖
子
の
無
責
任
な
る
こ
と
寧
驚
く
べ
し
。
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十
二
月
三
日
。
風
邪
本
復
し
た
れ
ば
早
朝
起
出
で
、
蔵
書
を
荷
車
に
て
竹
田

屋
方
へ
送
る
。
午
後
主
人
手
代
を
伴
来
り
家
具
を
整
理
す
。
此
日
竹
田
先
日

持
去
り
た
る
書
冊
書
画
の
代
金
を
持
参
せ
り
。
金
壱
千
弐
百
八
拾
円
ほ
ど
な

り
。

十
二
月
四
日
。
家
具
什
器
を
取
ま
と
め
し
後
、
不
用
の
が
ら
く
た
道
具
を
売

払
ふ
。
金
壱
百
弐
拾
円
ほ
ど
に
な
れ
り
。
午
後
春
陽
堂
店
員
来
り
て
全
集
第

一
巻
の
撿
印
を
請
ふ
。

十
二
月
五
日
。
寒
気
甚
し
。
庭
の
霜
柱
午
後
に
至
る
も
尚
解
け
ず
。
此
日
売

宅
の
計
算
を
な
す
に
大
畧
左
の
如
し
。

　
一
金
弐
万
参
千
円
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
所
家
屋

　
一
金
壱
千
八
百
九
拾
弐
円
也
　
　
　
　
　
　
家
具
什
器
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一
金
壱
千
壱
百
六
拾
参
円
八
拾
弐
銭
也
　
　
来
青
閣
唐
本
及
書
画

　
一
金
八
拾
七
円
卅
五
銭
也
　
　
　
　
　
　
　
荷
風
書
屋
洋
本

　
一
金
壱
百
弐
拾
壱
円
〇
五
銭
也
　
　
　
　
　
古
道
具

　
総
計
金
弐
万
六
千
弐
百
六
拾
四
円
弐
拾
弐
銭
也

支
出
金
高

　
一
金
弐
千
五
百
円
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
地
引
越
先
家
屋
買
入

　
一
金
四
百
六
拾
円
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
物
会
社
手
数
料

　
総
計
金
弐
千
九
百
六
拾
円
也

差
引
残
金

　
金
弐
万
参
千
参
百
〇
四
円
弐
拾
弐
銭
也

十
二
月
六
日
。
正
午
病
を
冒
し
て
三
菱
銀
行
に
徃
き
、
梅
吉
宅
に
立
寄
り
、
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桜
木
に
て
午
餉
を
な
し
、
夕
刻
家
に
帰
る
。

十
二
月
七
日
。
宮
薗
千
春
方
に
て
鳥
辺
山
の
け
い
こ
を
な
し
、
新
橋
巴
家
に

八
重
次
を
訪
ふ
。
其
後
風
邪
の
由
聞
知
り
た
れ
ば
見
舞
に
行
き
し
な
り
。
八

重
次
と
は
去
年
の
春
頃
よ
り
情
交
全
く
打
絶
え
、
そ
の
後
は
唯
懇
意
に
て
心

置
き
な
き
友
達
と
い
ふ
あ
り
さ
ま
に
な
れ
り
。
こ
の
方
が
お
互
に
さ
つ
ぱ
り

と
し
て
い
ざ
ご
ざ
起
ら
ず
至
極
結
搆
な
り
。
日
暮
家
に
帰
り
孤
燈
の
下
に
独

粥
啜
ら
む
と
す
る
時
、
俄
に
悪
寒
を
覚
え
、
早
く
寝
に
就
く
。

十
二
月
八
日
　
体
温
平
熱
な
れ
ど
心
地
す
ぐ
れ
す
、
朝
の
中
竹
田
屋
来
り
て

過
日
競
売
に
出
し
た
る
来
青
閣
旧
蔵
の
唐
本
中
、
落
丁
欠
本
の
も
の
あ
り
、

五
拾
円
程
総
額
の
中
よ
り
価
引
な
さ
れ
た
し
と
い
ふ
。
唐
本
に
は
徃
々
製
本

粗
末
に
て
落
丁
の
も
の
有
之
由
。
竹
田
屋
こ
の
日
種
彦
の
春
本
水
揚
帳
、
馬
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琴
の
玉
装
伝
、
其
他
数
種
を
示
す
。
夜
浅
野
長
祚
の
寒
檠
璅
綴
藝
苑
※
書
本

を
よ
む
。

十
二
月
九
日
。
風
邪
全
く
痊
え
ざ
れ
ど
、
か
く
て
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ね
ば
着

換
の
衣
服
二
三
枚
を
、
徃
年
欧
米
漫
遊
中
購
ひ
た
る
旅
革
包
に
収
め
、
見
返

り
〳
〵
旧
廬
を
出
で
、
築
地
桜
木
に
赴
き
ぬ
。
両
三
日
中
に
買
宅
の
主
人
引

越
し
来
る
由
な
る
に
、
わ
が
方
に
て
は
築
地
二
丁
目
の
新
宅
い
ま
だ
明
渡
し

の
運
び
に
至
ら
ず
。
い
ろ
〳
〵
手
ち
が
ひ
の
た
め
一
時
身
を
置
く
処
も
な
き

始
末
と
な
れ
り
。
此
夜
桜
木
に
て
櫓
下
の
妓
両
三
名
を
招
ぎ
、
梅
吉
納
会
の

下
ざ
ら
ひ
を
な
す
。

十
二
月
十
日
。
久
米
君
よ
り
桜
木
方
へ
電
話
か
ゝ
り
て
、
明
十
一
日
梅
吉
納

会
に
語
る
べ
き
明
烏
さ
ら
ひ
た
し
と
の
事
な
り
。
夕
暮
花
月
に
赴
き
、
主
人

57



お
よ
び
久
米
、
猿
之
助
等
と
、
赤
阪
長
谷
川
に
至
り
、
猿
之
助
の
三
味
線
に

て
放
歌
夜
半
に
及
ぶ
。
帰
途
花
月
主
人
の
周
旋
に
て
土
橋
の
竹
家
と
い
ふ
旅

館
に
投
宿
す
。
心
い
さ
ゝ
か
お
ち
つ
き
た
り
。

十
二
月
十
一
日
。
午
前
旧
宅
に
至
り
、
残
り
の
荷
ご
し
ら
へ
を
な
し
、
正
午

旅
館
竹
家
に
帰
る
。
雪
俄
に
降
出
し
寒
気
甚
し
。
炬
燵
を
取
寄
せ
一
睡
す
。

夕
刻
自
働
車
を
倩
ひ
日
本
橋
倶
楽
部
清
元
梅
吉
お
さ
め
の
会
に
赴
き
、
猿
之

助
三
味
線
に
て
明
が
ら
す
を
語
る
。
中
村
吉
右
衛
門
仝
時
蔵
は
梅
吉
三
味
線

に
て
三
千
歳
を
語
る
。
雪
夜
半
に
至
り
て
歇
む
。

十
二
月
十
二
日
。
八
重
次
見
舞
に
と
て
旅
亭
に
来
る
。
午
後
十
寸
見
歌
舟
に

招
が
れ
、
日
本
橋
加
賀
屋
に
て
薗
八
を
語
る
。
宮
川
曼
魚
も
亦
来
る
。
夜
木

挽
町
田
川
に
て
高
橋
箒
庵
の
夕
霧
を
聴
く
。
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十
二
月
十
三
日
。
築
地
桜
木
に
宿
す
。
深
更
石
川
島
造
舩
所
失
火
。

十
二
月
十
四
日
。
久
振
に
て
鎧
橋
病
院
に
徃
き
、
大
石
国
手
の
診
察
を
乞
ふ
。

宿
疾
大
に
よ
し
と
い
ふ
。
帰
途
巴
家
に
立
寄
り
早
く
旅
宿
に
帰
り
直
に
眠
る
。

十
二
月
十
五
日
。
新
冨
座
桔
梗
会
連
中
見
物
の
約
あ
り
。
晩
食
の
後
茶
屋
猿

屋
に
徃
く
。
小
山
内
吉
井
長
田
の
諸
氏
、
玄
文
社
〻
員
結
城
某
等
に
逢
ふ
。

結
城
氏
諸
子
を
新
橋
の
某
亭
に
誘
ふ
。
余
寒
夜
を
恐
れ
辞
し
て
去
る
。
枕
上

石
亭
画
談
を
読
む
。

十
二
月
十
六
日
。
旅
館
に
在
り
無
聊
甚
し
。
午
後
築
地
桜
木
に
至
り
櫓
下
の

妓
八
重
福
を
招
ぎ
、
置
炬
燵
に
午
夢
を
貪
る
。

十
二
月
十
七
日
。
朝
の
中
築
地
二
丁
目
引
越
先
の
家
に
至
り
、
立
退
明
渡
の

談
判
を
な
す
。
実
は
十
五
日
中
に
引
払
ふ
べ
き
筈
な
り
し
に
な
か
〳
〵
其
の
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様
子
な
き
故
、
余
自
身
に
て
談
判
に
出
か
け
し
な
り
。
然
る
に
其
の
家
の
女

主
人
は
曾
て
新
橋
玉
川
家
の
抱
末
若
と
い
ひ
し
も
の
に
て
、
予
が
顔
を
見
知

り
ゐ
た
り
し
と
お
ぼ
し
く
、
話
は
お
だ
や
か
に
ま
と
ま
り
二
十
日
に
は
間
違

ひ
な
く
立
退
く
事
を
約
せ
り
。
帰
途
桜
木
に
て
晩
飯
を
食
し
、
八
重
福
満
佐

の
二
妓
、
い
づ
れ
も
梅
吉
の
弟
子
な
る
を
招
ぎ
、
自
働
車
に
て
浅
草
の
年
の

市
に
行
き
、
羽
子
板
を
買
ふ
。

十
二
月
十
八
日
。
春
陽
堂
店
員
全
集
第
一
巻
製
本
見
本
を
旅
亭
へ
送
り
来
る
。

久
米
秀
治
来
訪
。
晩
間
有
楽
座
清
元
会
に
徃
く
。
家
元
明
が
ら
す
を
語
る
。

会
散
ず
る
に
先
立
ち
、
花
月
主
人
及
久
米
氏
と
清
元
梅
之
助
を
伴
ひ
溜
池
の

長
谷
川
に
至
り
、
ま
た
明
烏
を
語
る
。
此
夕
月
お
ぼ
ろ
に
か
す
み
暖
気
春
の

如
し
。
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十
二
月
十
九
日
。
終
日
雨
ふ
る
。
寒
気
を
桜
木
に
銷
す
。
悪
寒
甚
し
く
薬
を

服
し
て
、
早
く
寝
に
つ
く
。

十
二
月
二
十
日
。
病
よ
か
ら
ず
。
夜
竹
田
屋
の
主
人
旅
亭
に
来
り
、
明
後
日

旧
宅
の
荷
物
を
築
地
に
移
す
べ
き
手
筈
を
定
む
。
二
更
の
頃
櫓
下
の
妓
病
を

問
ひ
来
る
。

十
二
月
廿
一
日
。
頭
痛
甚
し
け
れ
ど
体
温
平
生
に
復
す
。
正
午
櫓
下
の
妓
八

重
福
明
治
屋
の
西
洋
菓
子
を
携
へ
再
び
見
舞
に
来
る
。
い
さ
ゝ
か
無
聊
を
慰

め
得
た
り
。
夕
方
竹
田
屋
主
人
旧
宅
荷
づ
く
り
の
帰
途
、
旅
宿
に
来
る
。
晩

餐
を
共
に
す
。

十
二
月
廿
二
日
。
築
地
二
丁
目
路
地
裏
の
家
漸
く
空
き
た
る
由
。
竹
田
屋
人

足
を
指
揮
し
て
、
家
具
書
筐
を
運
送
す
。
曇
り
て
寒
き
日
な
り
。
午
後
病
を
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冒
し
て
築
地
の
家
に
徃
き
、
家
具
を
排
置
す
、
日
暮
れ
て
後
桜
木
に
て
晩
飯

を
食
し
、
妓
八
重
福
を
伴
ひ
旅
亭
に
帰
る
。
此
妓
無
毛
美
開
、
閨
中
欷
歔
す

る
こ
と
頗
妙
。

十
二
月
廿
三
日
。
雪
花
紛
々
た
り
。
妓
と
共
に
旅
亭
の
風
呂
に
入
る
に
湯
の

中
に
柚
浮
び
た
り
。
転
宅
の
事
に
ま
ぎ
れ
、
此
日
冬
至
の
節
な
る
を
も
忘
れ

ゐ
た
り
し
な
り
。
午
後
旅
亭
を
引
払
ひ
、
築
地
の
家
に
至
り
几
案
書
筐
を
排

置
し
て
、
日
の
暮
る
ゝ
と
共
に
床
敷
延
べ
て
伏
す
。
雪
は
い
つ
か
雨
と
な
り
、

点
滴
の
音
さ
な
が
ら
放
蕩
の
身
の
末
路
を
弔
ふ
も
の
ゝ
如
し
。

十
二
月
廿
五
日
。
終
日
老
婆
し
ん
と
共
に
家
具
を
安
排
し
、
夕
刻
銀
座
を
歩

む
。
雪
ま
た
降
り
来
れ
り
。
路
地
裏
の
夜
の
雪
亦
風
趣
な
き
に
あ
ら
ず
。
三

味
線
取
出
し
て
低
唱
せ
む
と
す
る
に
皮
破
れ
ゐ
た
れ
ば
、
桜
木
へ
貸
り
に
や
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り
し
に
、
八
重
福
満
佐
等
恰
そ
の
家
に
在
り
て
誘
ふ
こ
と
頻
な
り
。
寝
衣
に

半
纒
引
き
か
け
、
路
地
づ
た
ひ
に
徃
き
て
一
酌
す
。
雪
は
深
更
に
及
ん
で
ま

す
〳
〵
降
り
し
き
る
。
二
妓
と
共
に
桜
木
に
一
宿
す
。

十
二
月
廿
六
日
。
雪
歇
み
て
暖
な
り
。
二
妓
雪
後
の
墨
堤
を
歩
む
べ
し
と
勧

め
た
れ
ば
、
自
働
車
に
て
先
浅
草
に
至
り
、
観
音
堂
に
詣
づ
。
御
籤
を
引
く

に
第
六
十
二
大
吉
を
得
た
り
。
余
妓
を
携
へ
て
浅
草
寺
に
賽
す
る
や
必
御
籤

を
引
き
て
吉
凶
を
占
ふ
に
、
当
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
余
居
邸
を
売
り
、

路
地
の
陋
屋
に
隠
退
し
、
将
に
老
後
の
計
を
な
さ
む
と
す
。
大
吉
の
御
籤
を

得
て
喜
び
限
り
な
し
。

　
　
　
災
轗
時
々
退
。

　
　
　
名
顕
四
方
揚
。
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改
故
重
乗
禄
。

　
　
　
昇
高
福
自
昌
。

是
れ
御
籤
の
文
言
な
り
。
余
何
ぞ
声
名
の
四
方
に
揚
る
こ
と
を
望
ま
む
や
。

唯
故
き
を
改
め
て
重
て
禄
に
乗
ず
る
の
語
、
頗
意
味
深
長
な
る
を
思
ふ
。
古

き
も
の
は
宜
し
く
改
む
べ
き
な
り
。
冀
く
は
こ
の
大
吉
一
変
し
て
凶
に
返
る

こ
と
な
か
れ
。

十
二
月
廿
九
日
。
今
ま
で
牛
込
区
に
在
り
し
戸
籍
を
京
橋
区
に
移
さ
む
と
て
、

午
後
神
楽
阪
上
な
る
区
役
所
に
赴
き
し
が
、
年
末
に
て
事
辨
ぜ
ず
。
帰
途
銀

座
に
て
西
京
焼
土
鍋
の
形
雅
な
る
も
の
を
見
、
購
ひ
帰
り
て
粥
を
煮
る
。
夜

半
八
重
福
来
り
て
宿
す
。

十
二
月
三
十
日
。
寒
気
甚
し
。
草
訣
辨
疑
を
臨
写
す
。
墨
摺
り
た
る
つ
い
で
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桜
木
の
老
婦
に
請
は
れ
し
短
冊
に
、
悪
筆
を
揮
ふ
。
来
春
は
未
の
年
な
れ
ば
、

羊
の
絵
を
描
き

　
　
　
千
歳
の
翁
に
似
た
る
あ
ご
の
髯

　
　
　
　
角
も
羊
は
ま
ろ
く
収
め
て

三
更
寝
に
就
か
む
と
す
る
時
、
八
重
福
ま
た
門
を
敲
く
。
独
居
凄
涼
の
生
涯

も
年
と
共
に
終
り
を
告
ぐ
る
に
至
ら
む
※
。
是
喜
ぶ
べ
き
に
似
て
又
悲
し
む

べ
き
な
り
。

十
二
月
卅
一
日
。
新
春
の
物
買
は
む
と
て
路
地
を
出
で
し
が
、
寒
風
あ
ま
り

に
烈
し
け
れ
ば
止
む
。
寒
檠
の
下
に
孤
坐
し
て
王
次
回
が
疑
雨
集
を
よ
む
に

左
の
如
き
絶
句
あ
り
。

　
　
　
　
　
歳
暮
客
懐
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無
父
無
妻
百
病
身
。
孤
舟
風
雪
阻
銅
塾
。
残
冬
欲
尽
帰
猶
嬾
。
料
是

無
人
望
倚
門
。

是
さ
な
が
ら
予
の
境
遇
を
言
ふ
も
の
ゝ
如
し
。
忽
に
し
て
百
八
の
鐘
を
聴
く
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
荷
風
全
集
　
第
二
十
一
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1993
（
平
成5

）
年6

月25

日

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
底
本
は
こ
の
作
品
で
「
門
＜
日
」
と
「
門
＜
月
」
を
使
い
分
け
て
お
り
、

「
間
庭
」
で
は
、
「
門
＜
月
」
を
用
い
て
い
ま
す
。

※
「
唖
々
子
」
と
「
唖
※
﹇
＃
二
の
字
点
、1-2-22

﹈
子
」
と
「
唖
唖
子
」

の
混
在
は
底
本
通
り
で
す
。

入
力
：
米
田
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校
正
：
小
林
繁
雄

2012
年3

月5

日
作
成

2012

年5
月8
日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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